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貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
日
本
社
会
、
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
日
夜
ご
尽
力
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。 

 

一
九
四
五
年
八
月
、
二
発
の
原
子
爆
弾
で
、
瞬
時
に
し
て
広
島
・
長
崎
の
街
は
廃
墟
と
化
し
、
三
〇
数
万
人
も
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
、
今
も
な
お
原
爆
被
害
者
の
方
々
は
原
爆
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も
多
く
の
ヒ
バ
ク
シ

ャ
が
国
の
内
外
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
補
償
も
不
十
分
な
ま
ま
で
す
。
こ
の
六
〇
年
間
に
、

核
兵
器
保
有
国
は
実
質
的
に
八
カ
国
と
な
り
、
量
と
質
は
限
り
な
く
増
大
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
原
子
力
発
電
・
再
処
理

施
設
も
世
界
に
拡
散
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
核
の
軍
事
利
用
、
商
業
利
用
（
平
和
利
用
）
に
よ
っ
て
、
放
射
性
物
質
は

地
球
に
拡
散
し
、
人
々
に
核
被
害
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
六
〇
年
間
に
人
類
の
多
く
は
核
兵
器
の
危
険
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
に
は
、
核
廃
絶
へ
の
望
み
は
大
き
く
前
進
す
る
か
に
見
え
ま
し
た
が
、
米
国
で

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
登
場
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
水
泡
に
帰
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
一
年
の
「
九
・
一
一
同
時
多

発
テ
ロ
」
以
降
、
米
国
は
強
大
な
軍
事
力
に
よ
る
世
界
覇
権
を
実
現
し
よ
う
と
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
続
い
て
イ
ラ
ク

へ
侵
攻
し
、
特
に
イ
ラ
ク
で
は
現
在
も
多
く
の
血
が
流
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
政
府
は
広
島
・
長
崎
の
悲
劇
を
体
験
し
た
立
場
か
ら
も
積
極
的
に
核
廃
絶
、
非
戦
の
立
場
を
貫
く
責
務
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
異
を
唱
え
ず
、
イ
ラ
ク
へ
の
派
兵
と
と
も
に
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
を
米
国

と
共
同
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
軍
事
同
盟
の
強
化
は
、
周
辺
国
に
対
し
て
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
事
関
連
「
国
民
保
護
計
画
」
の
策
定
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
戦
争
が
で
き
る
準
備
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
「
核
攻
撃
の
想
定
」
は
再
び
被
爆
者
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
、
被
爆
国
日
本
が
世
界
に
先
が
け
て
核
廃
絶
へ
の
道
筋
を
打
ち
立
て
て
、
「
非
核
法
」
の
制
定
を
は
じ
め
、

北
東
ア
ジ
ア
で
の
非
核
地
帯
創
設
を
実
現
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

ま
た
「
地
方
分
権
」
の
時
代
と
言
わ
れ
る
中
で
、
地
域
社
会
の
中
か
ら
核
の
恐
怖
を
一
つ
ひ
と
つ
取
り
除
き
、
核
兵
器
廃

絶
へ
の
道
筋
を
た
て
て
い
く
こ
と
も
今
大
き
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
発
と
核
兵
器
は
切
り
離
せ
な
い
問
題
で

す
。
原
発
政
策
を
漸
次
廃
止
し
、
太
陽
光
（
熱
）
や
風
力
発
電
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
と
切
り
替
え
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
積
極
的
な
働
き
か
け
、
地
方
自
治
体
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
本
年
も
八
月
の
被
爆
六
一
周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
成
功
へ
向
け
、
世
界
の
恒
久
平
和
と
核
廃
絶
を
願

い
「
非
核
・
平
和
行
進
」
を
取
り
組
み
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
標
記
「
核
廃
絶
・
平
和
行
政
に
関
す
る
要
請
」
に
つ
き
ま
し
て
、
別
紙
の
通
り
要
請
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
ど
う
か
私
た
ち
の
取
り
組
み
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 敬

具 

二
〇
〇
六
年 

五
月 

二
九
日 

 

原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
・
原
水
爆
禁
止
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
議 
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児
島
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協
議
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児
島
ブ
ロ
ッ
ク
平
和
運
動
セ
ン
タ
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